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５年生「天気の変化」
５年生では、雲の様子や天気図・雲画像な

どを使って、天気が変わる要因や変化の仕方、

天気予報の在り方を学習してきました。

通常でしたら、５～６月は西から高気圧と

低気圧が交互にやってきて天気が変わり、梅

雨前線が停滞するようになると、長雨となる

時期です。ところが、今年は台風４号が上陸

する（右図）など、教科書どおりの天気図と

天気にはなりませんでした。「台風と天気の変

化」の学習は、９月の予定ですが、先取り学

習になってしまいました。

こうした台風の上陸も、地球温暖化の影響

と考えられます。これから、梅雨末期となっ

てきますが、大きな被害が出ないことを願っ

ています。

４年生「ほねホネクイズ！」
４年生では、昨年度から追加された新単元「動物のからだのつくりと運動」の学習を始

めました。この単元のねらいは、「人や他の動物の体の動きを観察したり資料を活用した

りして、骨や筋肉の動きを調べ、人の体のつくりと運動とのかかわりについての考えをも

つことができるようにする。」です。

まず、自分の手の形をノートに写して、手を触りながら、骨の様子を想像して書き込み

ました。次に、関心を高めるために、骨に関するクイズ「ほねホネクイズ」を行いました。

第１問は「手の骨は何個あるか」というものでした。子どもたちの解答は、５個が１人、

６～１０個が３人、１１～１５個が４人、１６～２０個が９人で一番多く、２１～２５個

が５人でした。正解は２７個で、もう一歩でした。

第２問は「子どもの骨の数は何個か」というもので、手の骨の数を参考に考えさせまし

た。すると、100 個以下が２人、101 ～ 133 個が２人、134 ～ 166 個が４人、200 ～ 233 個
が３人、300 ～ 333 個が１人、334 ～ 366 個が１人、400 ～ 433 個が１人、500 ～ 599 個が
２人、1000 個が５人で一番多かったです。正解は３５０個でしたが、何と正解者がいま

した。関野暖さんがピッタリでした。これには驚きました。第３問は大人の骨の数の問題

で、正解者はいませんでした（正解は２０６個）。第４問は一番大きな骨を問うもので、

これも正解者はいませんでした（正解は大たい骨）。第５問は、頭の骨は何個かを問うも

のでしたが、惜しくも外れた子が１人いました（正解は２３個）。

最後に、「人間には、しっぽの骨があるかないか」という問題を出しました。すると、

あるが１７人、ないが５人に分かれました。そこで、その答えは自分で調べてもらうこと

にして、各チームに人体骨格を配って見てもらいました。すると、「あった、あった。」

という声があちこちから聞こえてきました。そこで、人体骨格を見て気づたことをノート

に書いて、授業を終わりにしました。多い子は１４個も書いていました。何人かのよい気

づきを紹介します。

・青木雪菜さん：ほねをさわるといろいろな動きができてすごかった。人間にもしっぽが

あるんだなーと思った。せぼねがごつごつしていた。目の場所が広かった。

・飯島優空くん：せぼねのようなほねが、くびからおしりのへんまでつづいている。むね

のへんにほそいほねがいっぱいある。せぼねがぎざぎざしている。おしりのへ

んのほねがいがいに大きかった。ゆびのほねがとても長い。しんぞうのへんは

ほそいほねでかこまれている。

・横田彩さん：おなかの骨がない。おしりの骨の所が、おむつみたいな形になっている。

頭にけっかんみたいな線が通っている。かたのほうの骨がおもしろい形になっ

ている。手の骨や足の骨がいっぱいある。

・金澤愛子さん：せぼねは魚のほねみたい。むねのほねはくねくねしている。おなかには、

あんまりほねがない。くびのほねは、せぼねのほねとつながっている。目には

なにもはいっていない。

・石垣圭菜さん：せかなのふぶんのほねが、なんぼんもほそいのがくっついている。うで

のしたのへんが、二本つながっている。くびのほねが太い。おなかには、ほね

がない。

波線をつけた気づきは、なかなかいい気づきで、「骨はどんな役割をしているか」とい

う学習にもつながるものです。実物ではありませんが、こうした模型に触れるだけで、多

くの気づきや本質的なことに気づけるのは立派だと思いました。

（授業の直前に開封した人体骨格を使いました！）


